
17 広報まえばし

前
橋
広
域
観
光
百
景
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
三
月
二
十
八
日
�
ま
で

展
示
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

と
ら
え
た
素
晴
ら
し
い
写
真
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
28
日
�
ま
で（
土
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）、午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
　
会
場
＝
市
役
所
12
階

市
民
ロ
ビ
ー

○
…
問
い
合
わ
せ
は
商
業
観
光
課
�

８
９
０
―
６
６
０
６
へ
。

赤
城
山
の
南
・
東
ろ
く
を
結
ぶ
観

光
ル
ー
ト（
国
道
353
・
122
号
）「
あ
か

ぎ
・
風
ラ
イ
ン
」
で
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
と
ス
タ
ン
プ
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ク
ロ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を

実
施
し
ま
す
。
抽
選
で
十
万
円
相
当

の
旅
行
券
や
地
域
の
物
産
品
な
ど
を

贈
呈
。
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
20
日
�
〜
５
月
31
日
�

対
象
＝
ど
な
た
で
も
　
内
容
＝
�
前

橋
広
域
圏
、
桐
生
地
域
（
新
里
村
・

黒
保
根
村
・
勢
多
東
村
・
大
間
々
町
）、

北
橘
村
、
赤
城
村
の
市
町
村
役
場
、

県
行
政
事
務
所
な
ど
で
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
を
も
ら
う
�
設
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
を
回
り
、
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
付
い

て
い
る
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
に
押
印
す

る
�
コ
ー
ス
別
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、

６
月
13
日
�
ま
で
に
シ
ー
ト
を
前
橋

行
政
事
務
所
（
下
細
井
町
�
２
３
１

―
２
７
６
５
）
へ
直
接

引
っ
越
し
の
と
き
に
は
次
の
点
を

確
認
し
、
早
め
に
水
道
局
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い

と
、
実
際
に
は
水
道
を
使
っ
て
い
な

く
て
も
基
本
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

�
現
住
所
（
水
道
使
用
場
所
）
�

使
用
者
の
氏
名
�
「
水
道
使
用
量
等

の
お
知
ら
せ
」
や
領
収
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
水
道
番
号
」
�
引
っ
越

し
日
�
引
っ
越
し
先
の
住
所
と
電
話

番
号
。

届
け
出
は
水
道
局
だ
け
で
な
く
、

市
役
所
２
階
水
道
局
窓
口
ま
た
は
水

道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
ジ
ー
シ
ー
シ
ー

自
治
体
サ
ー
ビ
ス
前
橋
セ
ン
タ
ー
�

８
９
０
―
３
３
０
０
へ
。

市
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
の
み
を
水

源
と
し
、
そ
の
水
を
い
っ
た
ん
受
水

槽
に
受
け
た
後
、
建
物
の
利
用
者
に

飲
み
水
と
し
て
供
給
す
る
施
設
の
総

称
を
「
貯
水
槽
水
道
」
と
い
い
ま
す
。

水
道
法
の
改
正
に
伴
い
水
道
事
業

給
水
条
例
を
改
正
し
、
四
月
一
日
か

ら
市
が
設
置
者
に
対
し
て
、
受
水
槽

の
管
理
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き

は
指
導
や
助
言
、
勧
告
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

設
置
者
は
、
日
ご
ろ
の
管
理
を
怠

る
と
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
受
水
槽
を
適
正
に
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。
受
水
槽
以
降
は
、

設
置
者
（
所
有
者
）
が
責
任
を
持
っ

て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
局
給
水
課

�
８
９
０
―
３
０
３
７
へ
。

観
光
百
景
の
写
真
展

12
階
ロ
ビ
ー
で

引
っ
越
し
の
と
き

届
け
出
忘
れ
ず
に

貯
水
槽
水
道
の
管
理

設
置
者
が
き
ち
ん
と

あ
か
ぎ
・
風
ラ
イ
ン

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１部特選「川の畔」

□
赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

国
道
353
号
三
夜
沢
交
差
点
を
東

へ
一
・
五
�
�
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
「
赤
城
南
面
千
本
桜
」。
二
�

�
に
わ
た
る
桜
並
木
は
壮
麗
で
、

日
本
桜
百
選
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

見
ご
ろ
は
四
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま

で
。
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

幻
想
的
な
桜
の
風
情
が
満
喫
で
き

ま
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

期
間
＝
４
月
上
旬
〜
中
旬
　
内
容

＝
抽
選
会
、
甘
酒
や
焼
肉
の
無
料

配
布
、
和
太
鼓
の
演
奏
、
八
木
節
、

野
だ
て
、
だ
ん
べ
え
踊
り
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
観
光
協
会（
商

工
観
光
課
内
）
�
２
８
３
―
２
１

３
１
へ
。

広
域
圏
に
は
、「
赤
城
南
面
千
本

桜
」
以
外
に
も
桜
の
名
所
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
。

見
ご
ろ
は
、
い
ず
れ
も
四
月
上
旬

か
ら
中
旬
ま
で
で
す
。

�
珊
瑚
さ
ん
ご

寺
（
富
士
見
村
）

国
道
353
号
石
井
交
差
点
か
ら
東

へ
五
百
�
。
千
二
百
年
の
歴
史
を

も
つ
珊
瑚
寺
に
は
、
美
し
い
庭
園

が
あ
り
、境
内
の
池
に
映
る
桜
は
、

趣
豊
か
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
富
士
見
村
産

業
課
�
２
８
８
―
２
２
１
１
へ
。

�
大
胡
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場

（
大
胡
町
）

オ
ラ
ン
ダ
型
風
車
が
目
印
の
大

胡
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場
。「
道

の
駅
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
て
、

牧
場
を
囲
む
約
千
本
の
桜
並
木
は

壮
観
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
大
胡
町
都
市

企
画
課
�
２
８
３
―
１
８
１
１
へ
。

�
粕
川
堤
防
（
粕
川
村
）

村
役
場
の
南
側
に
あ
る
粕
川
堤

防
の
桜
並
木
は
、
み
ん
な
の
憩
い

の
場
。
ま
た
、
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
て
並
木
を
通
る
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
、
春
の
景
色
に
色

を
添
え
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
粕
川
村
産
業

課
�
２
８
５
―
６
７
５
３
へ
。

宮
城
村

桜
の
名
所
紹
介

池が花びらでいっぱいに


